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知と実践のためのネットワーク 
(Knowledge-Action Networks: KANs) 

都市問題 

健康 

海洋 

水‐エネルギー‐食料
の連関 SDGs 

自然資源 

意識の転換 

金融と経済 

脱炭素化 

消費と生産 

KANs： 
様々な研究グループや社会
の関係者が、情報や意見を
お互いに交換し、一緒に課
題解決に向かうための協力
の場 

  

日本が事務局として特に
関わっているKAN 

日本が研究に特に関わっ
ているKAN 

13 リスク 



KAN設計上の共通プロセス 

• Preliminary concept generation: SC, EC members, Secretariat and 
some core initiators 

• Open survey for research priorities and call for interest for 
participation 

• Scoping workshops 

• Establishing Development Teams (DT)（準備段階の時限的組織） 
─ driving the scoping process for the initial period for less 

than a year until the formal launching of the KAN.  
─ mobilizing appropriate stakeholders 
─ developing a Research and Engagement Plan, a Steering 

Group, and a funding strategy 
─ (Several workshops and surveys) 

• Establishing Steering Group（KANの運営を担う組織） 
─ 委員は透明性をもって各種バランスに配慮して選出、任期制 

• Formal launching of a KAN 
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The report by Rockefeller Foundation–Lancet 
Commission on planetary health was the 
powerful engine to formulate the ideas and 
purposes of the Health KAN. 

Mechanisms by which the harmful effects of ecosystem change can affect human health 

Knowledge-Action Network: 
Health 



Future Earth Health KAN 
Advancing Planetary Health – linking health and 
environment data 

• Scoping Workshop, Bellagio, Italy, 
July 2016, with people from various 
background 

• Identified initial implementation 
items and developed governance of 
the KAN in Development Team and 
Advisory Group 

• Initial priority research themes and 
actions 

•  Also aiming to contribute to SDGs 

 





Prioritized Research Themes and Actions 
    - by online survey and internal discussions 

• Land use change, biodiversity loss and disease risk 

• Food systems and nutrition 

• Urbanization and health 

• Energy, health, climate change, and air quality  

• Disasters and extreme weather and climate events: 
vulnerability, preparedness, and response 

• Health in the Circular economy 

• Supporting and monitoring of GEC and Health  

• Mapping of data and database, capacity building, and 
systematic reviews 

 

• Also aiming for Belmont Forum scoping phase 
(background from UN Photo) 



Earth observation in Support of 

the Sustainable Development Goals 
– The Case of Urban Areas in Asia 

Science Council of Japan  |  16-18 January 2017 

Future Earth International Co-Design Workshop on  



フューチャー・アースのコミュニケーションツール 
Open Network (http://network.futureearth.org/home) 

• フューチャーアースのオンラインプラットフォーム 
• 世界中誰でもどこからでも参加可能 
• イベント、プロジェクト、論文紹介、様々な活動を共有 
• 特定の問題に対する議論やウェビナー、チャットなどライブイベント

の開催、参加 
• 共同研究者の募集、調査依頼 など 

マガジンの発行 
Anthropocene Magazine 
２０１６年１０月創刊 
<人新世>に生きる私たちが持続可能な未来を真剣に考える論文集でもなく、
ニュース記事でもない科学と人々をつなぐ新しいウェブマガジン 

anthropocenemagazine.org 



他の出版物や若手研究者のネットワーク 
フューチャー・アース日本語版HP 
（東京大学IR3S：http://www.ir3s.u-tokyo.ac.jp/futureearth/） 

フューチャー・アースの公式日本語版Twitter 
https://twitter.com/FutureEarth_JP 
 

日本語Facebook 

https://twitter.com/FutureEarth_JP


メーリングリスト「Future Earth Japan」 
最近の【Future Earth Secretariatよりお知らせ】 から 

 

• 「SDGダイアログ：グローバル企業と2030アジェンダ」開催のご案内 
日時： 2017年4月20日（木） 13時～17時 
場所： 国連大学ウ・タント国際会議場 
 
欧米をはじめとする昨今の社会情勢の大きな変化を踏まえ、従来の資本主義のあり方への見直しが求められる中、社会の安定に
企業が果たす役割はますます大きくなっています。本イベントでは、このような時代における新しい企業経営の形について、「持続
可能な開発目標（SDGs）」が指し示す社会のあるべき姿に照らして考えます。イベントを通じて、以下のような点について議論を深
めます。 
グローバル企業は、社会および環境問題を、どのように企業経営に取り入れるのでしょうか？企業の社会的責任（CSR）を達成する
だけでなく、パラダイムシフトが起こる中で競争力も維持するには、どうすればよいのでしょうか？  
環境・社会・企業統治に配慮した組織に対する「ESG投資」の基準は、どのように2030アジェンダと関連付けることができるのでしょ
うか？ 
本イベントは、UNU-IASと持続可能な開発ソリューション・ネットワーク・ジャパン（SDSN Japan）が共催します。後援は、日本経済新
聞社、グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン、CDP、協力は地球環境パートナーシッププラザ（GEOC）です。 
詳細・ご登録（14日(金)17時まで）はこちらから 
 

• Ocean KAN立上げメンバー募集中（応募締切4月30日）  
現在Ocean KANが立上げチームのメンバーを募集しています。 
Ocean KANでは、科学者だけでなく、政策、ビジネス、市民社会と連携して、健全な海洋環境をめぐる喫緊の課題に対応することを
目指しています。 
募集するメンバーは10～15名、約1年半にわたって、研究計画策定やステークホルダー連携など、KAN活動の基盤づくりに携わる
ことになります。 
主な活動内容： 
－Co-designの理念に基づく研究およびエンゲージメント計画立案  
－活動を支える実施およびリソース確保の戦略立案 
－管理体制の下地作り 
－活動の初期段階における指針づくり 他 

 

• 昨今の諸動向に対し、Future Earthが声明を発表：2月6日 
Future Earthが支持する研究活動の国際的な連携や広範な知見の交換に影響を与えうる昨今のアメリカにおける諸動向に対し、
Future Earthは、下記URLにある声明を発表しましたので、皆さまと共有したく本メールを配信いたします。これは、一義的には
Future Earthコミュニティによる、Future Earthコミュニティに向けた声明ではありますが、Future Earthがその核となる理念としても
つ、国際的な連携と包摂を再確認するものです。 
http://www.futureearth.org/news/statement-research-integrity 

フューチャー・アース国際本部事務局日本ハブ事務局長 春日文子 
フューチャー・アースアジア地域センター事務局長 ハイン・マレー 



第1回イオン未来の地球フォーラム 
「いま次世代と語りたい未来のこと―地球と人の健康―」 

１．主催  

  公益財団法人イオン環境財団 

  東京大学国際高等研究所サステイナビリティ学連携研究機構（IR3S） 

 ２．後援  

  日本学術会議、フューチャー・アース日本コンソーシアム、フューチャー・アース、 

  環境省、文部科学省、総合地球環境学研究所、国立環境研究所 

 ３．日時  

  2017年2月25日(土) 13:00-17:00 

 ４．場所  

  東京大学 武田ホール（東京大学浅野キャンパス武田先端知ビル） 

 ５．参加者数 約200名 

 ６．講演概要 

 ①大気、②海洋、③アジア発の持続可能な開発とPlanetary Healthの概念について 

 ７．対話型パネルディスカッション 

 フューチャー・アースの理念に基づき、未来世代も視野に入れた地球環境保全の課題と解決方法について、即時投票システム  

  を用いて、来場者の意見もまじえながら議論 

 

第2回イオン未来の地球フォーラム 

2018年1月20日（土）13:00-17:00、東京大学安田講堂にて 開催決定 
 

 

フューチャー・アースにおける民間企業との
連携の取組み 
 



Website:   www.futureearth.org 
Blog:    www.futureearth.org/blog 
Facebook:  www.facebook.com/futureearth.org 
Twitter:   @FutureEarth 
 

ご清聴ありがとうございました 


